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ＪＲ東労組 
大船支部 

 ２０２５年５月３０日（金）、大船支部は小林執行委員長に異動慫慂がなされたことを受け、玉縄学

習センターにおいて「あらゆる組織破壊攻撃を許さず、すべての仲間でたたかい抜く怒りの緊急

集会」を開催しました。集会では冒頭、小林執行委員長より怒りと悔しさに満ちた本人の想いが語

られ、来賓でお越し頂いた椀田委員長からは異動における会社の狙いや、組織破壊には組織強

化・拡大で抗していこうとご挨拶を頂きました。出身分会である鎌倉車両センター分会、石橋書記

長からは異動によって経験者が減り、現場における技術レベルの低下や、分会としても情報作成

や未加入者との対話を実践していく決意が語られました。 

 

 参加者からは、「組合員からも許せないと声が出ており、管理者におかしいと声をあげていくと

語ってくれている」「時の支配者階級はいつも労働者の団結を断ち切る。今も昔も変わらない」「横

浜地本全体にかけられた攻撃だ！自職場でも知らない組合員をつくらないたたかいを展開して

いく」「屋外で異動の話がされる。非常識だ！」「新たな施策が提案され、実施前のタイミングで委

員長が出される。許せない」「自らも異動では辛い想いをしてきた。今日来れなかった組合員も含

めて、みんなで応援していく」「小林委員長はJETSにも出向し、経験年数からしても職場のエキス

パートだ。その人を異動させる、理解できない」など、多くの怒りの声が出されました。 

 最後に森田書記長のまとめでは、連帯したたたかいをつくり出して頂いていることに対し感謝

の想いが述べられ、現状の問題点や当面するたたかいについて提起を行いました。 


